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七夕 それは日本と中国の伝説から作られたミックスカルチャー 

もうすぐ７月７日、七夕（たなばた）です。七夕は子どもから大人まで幅広い人たちが短冊に

願い事をするとても素敵な行事です。みなさんは短冊に書く願い事はもう決めましたか。 

七夕の意味や由来について知っている方は、意外と少ないのではないでしょうか。町図書室に

は「えほん百科 ぎょうじのゆらい」、「和の行事えほん」など七夕に関する様々なエピソードを

紹介した絵本がたくさんあります。今回は、それらの絵本から七夕の意味や由来についてまとめ

たことを紹介します。 

『結婚によって全く仕事をしなくなった織姫と彦星に怒った天帝（てんてい）が、天の川に

よって２人を離れ離れにしました。そして天帝は仕事をまじめに励むことを条件に７月７日

に１年に１度だけ天の川を渡ることを許しました。』 

この有名な「織姫と彦星」のお話は、今から 1,700 年ほど前の中国で生まれました。その後、

中国では、織姫を祀（まつ）って「裁縫が上達するように」と女の子が願い事をする「乞巧奠（き

こうでん）」という風習が生まれました。この乞巧奠は奈良時代に中国から日本へと伝わり、  

７月７日の夜に女性がお供えをして祈るお祭りへと移り変わりました。 

一方、日本では、古代より「棚機（たなばた）」という織機で織った衣を神様に捧げ、病気や

災厄が起こらないようにお祈りをする行事がありました。「棚機」を使う乙女は「棚機女（たな

ばたつめ）」と呼ばれ、神様のために心を込めて着物を織りました。やがてこの行事はお盆を迎

える準備として７月７日の夜に行われるようになり、現在の七夕を「たなばた」と当て字で読ま

れているのもここから由来していると言われています。 

その後、江戸時代になり七夕行事が五節句の一つとなると、人々は詩歌や習いごとの上達を願

うため、野菜や果物を供えて、やがて、その代わりに五つの

色の短冊に色々な願い事を書いて笹竹に吊るし、星に祈るお

祭りへと変わっていきました。 

このように、現代の七夕は、日本と中国の習慣や言い伝え

の混ざったいわばミックスカルチャーであり、「織姫と彦星が

１年に１度だけ会える日であるとともに、短冊に願い事を書

いて、空の星にお祈りをする日」として誰もが知っている文

化の一つとなりました。 

七夕の準備をする時には、こうした意味や由来を知ってい

た方が、短冊に書いた願い事がより叶う気がするのは私だけ

でしょうか。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
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豊山町大字豊場字和合７２ 
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町図書室では、「七夕」に関連し
た図書を多く配架しています。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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